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7)  Fujimoto M, Tsuneyama K, Nishida T, Chen YC, Chen JL, Fujimoto T, Imura J, Chen SY, Selmi C, Gershwin ME, Shimada Y. 
Study of the effects of monakolin K and other constituents of red yeast rice using a nonalcoholic steatohepatitis model. 23rd 
conference of the Asia Pacific Association for the Study of the Liver (APASL); 2013 Jun 6-9; Singapore. 
8)  田尻和人，新敷吉成，河合健吾，杉山敏郎，澤田成朗，塚田一博，常山幸一，井村穣二．肝細胞癌との鑑別が困難
であった FNH 症例．第 19 回肝血流動態イメージ研究会；2013 Jan 26-27；東京． 
9)  浜田桂司，堀 隆，木屋千恵子，野本一博，常山幸一，井村穣二，石井陽子，笹原正清．尿路上皮癌における細胞
診と組織診の Grade 判定－一致率の検討－．第 30 回日本臨床細胞学会富山県支部総会；2013 Mar 2；富山． 
10)  堀 隆，布村さゆり，木屋千恵子，野本一博，田中伴典，福岡順也．尿細胞診で診断された膀胱原発悪性黒色腫の
一例．第 54 回日本臨床細胞学会総会；2013 May 31-Jun 2；東京． 
11)  井村穣二，西田健志，常山幸一，佐久間祐司，八田秀樹，三輪重治，中西ゆう子，林 伸一，野本一博．自然発症
モデルとしての TSOD マウスにおける肺腫瘍の病理学的検討．第 102 回日本病理学会総会；2013 Jun 6-8；札幌． 
12)  井村穣二，三輪重治，中嶋隆彦，中西ゆう子，野本一博，林 伸一，西田健志，八田秀樹，常山幸一．膵癌の胞巣
形成ならびに極性を規定する因子の特定．第 102 回日本病理学会総会；2013 Jun 6-8；札幌． 
13)  井村穣二，平 修，常山幸一，中西ゆう子，中嶋隆彦，三輪重治，林 伸一，野本一博，西田健志，八田秀樹．質
量顕微鏡を用いた肺腫瘍において特異的に生じている分子の捕捉．第 102 回日本病理学会総会；2013 Jun 6-8；札幌． 
14)  井村穣二，阿部香織，野本一博，三輪重治，中嶋隆彦，林 伸一，常山幸一．乳腺腫瘍におけるインスレーターお
よびメチル化機構の役割．第 102 回日本病理学会総会；2013 Jun 6-8；札幌． 
15)  井村穣二，平 修，常山幸一，中嶋隆彦，中西ゆう子，三輪重治，林 伸一，野本一博，西田健志，八田秀樹．肝
癌において特異的に発現している分子の網羅的解析．第 102 回日本病理学会総会；2013 Jun 6-8；札幌． 
16)  野本一博，中嶋隆彦，三輪重治，林 伸一，中西ゆう子，西田健志，八田秀樹，常山幸一，井村穣二．乳腺 metaplastic 
carcinoma における stem cell marker の発現に関する免疫組織化学的検討．第 102 回日本病理学会総会；2013 Jun 6-8；
札幌． 
17)  中嶋隆彦，西田健志，八田秀樹，三輪重治，林 伸一，野本一博，常山幸一，井村穣二．肝・腹膜以外への転移を
きたした GIST の 4 例．第 102 回日本病理学会総会；2013 Jun 6-8；札幌． 
18)  堀 隆，小宮 顕，布施秀樹，福岡順也．組織アレイの新たな展開．細径 CNB ブロックからのアレイ作製．第 102
回日本病理学会総会；2013 Jun 6-8；札幌． 
19)  常山幸一，西田健志，野本一博，林 伸一，三輪重治，中嶋隆彦，中西ゆう子，八田秀樹，井村穣二．新生児期 STZ
処置 DIAR マウスは標準食で 1 型糖尿病，肝線維化，肝細胞癌を発症する．第 102 回日本病理学会総会；2013 Jun 6-8；
札幌． 
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20)  布村さゆり，田畑和宏，田中伴典，堀 隆，加島志郎，林徳真吉，中山敏幸，福岡順也．Lower expression of ProSP-C 
in pulmonary fibrosis as a histological marker of disease progression．第 102 回日本病理学会総会；2013 Jun 6-8；札幌． 
21)  常山幸一，西田健志，野本一博，林 伸一，三輪重治，中嶋隆彦，中西ゆう子，八田秀樹，井村穣二．新生児期 MSG
処置 DIAR マウスは標準食で肥満，糖尿病，及び大滴性脂肪滴を伴う NASH を発症する．第 102 回日本病理学会総
会；2013 Jun 6-8；札幌． 
22)  林 伸一，野本一博，三輪重治，中嶋隆彦，八田秀樹，西田健志，常山幸一，井村穣二．S 状結腸 hepatoid adenocarcinoma
の 1 症例．第 102 回日本病理学会総会；2013 Jun 6-8；札幌． 
23)  八田秀樹，常山幸一，野本一博，林 伸一，三輪重治，中嶋隆彦，西田健志，中西ゆう子，井村穣二．硬組織の脱
灰操作に対する超音波洗浄機の有効性．第 102 回日本病理学会総会；2013 Jun 6-8；札幌． 
24)  西田健志，常山幸一，野本一博，林 伸一，三輪重治，中嶋隆彦，中西ゆう子，八田秀樹，井村穣二．肥満・2 型
糖尿病，NASH を自然発症する TSOD マウスの脾臓にみられる異常鉄沈着のメカニズム解析．第 102 回日本病理学
会総会；2013 Jun 6-8；札幌． 
25)  林 伸一，野本一博，三輪重治，中嶋隆彦，八田秀樹，西田健志，常山幸一，井村穣二．肝原発と考えられた
neuroendocrine tumor の 1 症例．第 102 回日本病理学会総会；2013 Jun 6-8；札幌． 
26)  三輪重治，中嶋隆彦，林 伸一，野本一博，西田健志，八田秀樹，常山幸一，井村穣二．悪性リンパ腫に対する化
学療法中に高度の肝障害をきたし，Veno-Occlusive Disease(VOD)が疑われた一剖検例．第 102 回日本病理学会総会；
2013 Jun 6-8；札幌． 
27)  湯澤真梨子，井村穣二，中嶋隆彦，三輪重治，林 伸一，野本一博，常山幸一，笹原正清．間質に所謂肉腫様変化
を伴った膵粘液性嚢胞腫瘍の一例．第 102 回日本病理学会総会；2013 Jun 6-8；札幌． 
28)  湯澤真梨子，井村穣二，三輪重治，中嶋隆彦，林 伸一，野本一博，常山幸一．異時性に発症した浸潤性膵管癌の
一例．第 102 回日本病理学会総会；2013 Jun 6-8；札幌． 
29)  田近洋介，宮川舞子，浅倉ゆきえ，常山幸一，井村穣二．細胞診材料からのセルブロック検体に対する至適固定方
法の検討．第 102 回日本病理学会総会；2013 Jun 6-8；札幌． 
30)  阿部香織，内田好明，新発田雅晴，古村裕紀，安田真大，小井戸綾子，川口 誠，井村穣二，斉藤仁昭，飯島達生．
肺癌における免疫組織化学的 ATBF1 発現に関する検討．第 102 回日本病理学会総会；2013 Jun 6-8；札幌． 
31)  内田好明，阿部香織，新発田雅晴，古村裕紀，安田真大，小井戸綾子，川口 誠，井村穣二，斉藤仁昭，飯島達生．
胆管癌における ATBF1 発現に関する検討．第 102 回日本病理学会総会；2013 Jun 6-8；札幌． 
32)  三輪武史，松井恒志，橋本伊佐也，長田拓哉，嶋田 裕，塚田一博，野本一博．乳頭部のびらんの経過観察中にmetaplastic 
carcinoma と診断した 1 例．第 21 回日本乳癌学会学術総会；2013 Jun 27-29；浜松． 
33)  中嶋隆彦，三輪重治，林 伸一，野本一博，常山幸一，井村穣二．卵巣癌肉腫の一例．第 71 回日本病理学会中部支
部交見会；2013 Jul 13-14；福井． 
34)  井村穣二，中嶋隆彦，三輪重治，林 伸一，野本一博，常山幸一．膵癌の胞巣形成の際の細胞極性を規定する因子
の探索．第 44 回日本膵臓学会；2013 Jul 25-26；仙台． 
35)  西田健志，常山幸一，井村穣二．NASH-肝細胞癌発症モデルである TSOD マウスの遺伝子発現解析．第 24 回日本消
化器癌発生学会総会；2013 Sep 5-6；金沢． 
36)  井村穣二，澤田拓哉，内田好明，三輪重治，中嶋隆彦，林 伸一，野本一博，常山幸一，吉岡伊作，塚田一博．胆
道系悪性腫瘍に対する胆汁検体を用いたメチル化解析．第 49 回日本胆道学会学術集会；2013 Sep 19-20；東京． 
37)  小宮 顕，加藤智規，堀 隆，福岡順也，保田賢司，布施秀樹．針生検標本をもちいた組織アレイ，スパイラルア
レイの前立腺癌への応用．第 72 回癌学会学術総会；2013 Oct 3；横浜． 
38)  小宮 顕，加藤智規，堀 隆，福岡順也，保田賢司，布施秀樹．針生検標本を用いた組織アレイ，スパイラルアレ
イの開発と前立腺全摘除術施行例での予後因子の検討．第 29 回前立腺シンポジウム；2013 Dec 14-15；東京． 
39)  中嶋隆彦，三輪重治，林 伸一，野本一博，常山幸一，井村穣二．鼻腔腺癌の一例．第 72 回日本病理学会中部支部




症モデルマウス（TSOD マウス）の開発と臨床応用．平成 24 年度「個体レベルのがん研究支援活動」ワークショッ
プ；2013 Feb 6-7；大津． 
2)  八田秀樹，常山幸一，井村穣二．硬組織に対する迅速な脱灰法の検討－染色性の保持を目指して－．平成 24 年度生
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物学技術研究会；2013 Feb 21-22；岡崎．（招待講演） 
3)  八田秀樹，常山幸一，井村穣二．病理診断業務における創意工夫の紹介～安全衛生の対応．平成 24 年度愛媛大学総
合技術研究会；2013 Mar7-8；松山． 
4)  常山幸一，中嶋隆彦，井村穣二．New animal model showing marked liver fibrosis Newmouse model of hepatocellular 
carcinoma arising in non-alcoholic steatohepatitis. 中国科学技術大学免疫学シンポジウム；2013 Jul 14；合肥． 
5)  井村穣二，中嶋隆彦，三輪重治，林 伸一，野本一博，常山幸一．Crohn 病の経過中に再燃により小腸切除が施行
された症例．第 25 回北陸病理集談会；2013 Oct 19；福井． 
6)  林 伸一，中嶋隆彦，三輪重治，野本一博，常山幸一，井村穣二．横行結腸に発生した平滑筋肉腫の 1 例．第 25 回
北陸病理集談会；2013 Oct 19；福井． 
7)  常山幸一，西田健志，井村穣二．第 9 回 TSOD（肥満・糖尿病）マウス研究会情報交換会；2013 Dec 6；つくば． 
8)  井村穣二，常山幸一．イタイイタイ病患者等のカドミウム曝露に係る病理及びアーカイブ資料の臨床病理学的活用
に関する研究．環境省平成 25年イタイイタイ病及び慢性カドミウム中毒等に関する総合的研究成果発表会；2013 Dec 
10；東京． 
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